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令和５年度 長山中学校がスタート
学校教育目標：

未来社会をたくましく生きる心ゆたかな生徒の育成

令和５年度の長山中学校がスタートしました。

本校の教育目標は「未来社会をたくましく生きる心ゆたかな生

徒の育成」です。

この目標のもと、職員一同、一丸となって取り組んでまいり

ますので、保護者の皆様のご理解とご協力をどうぞよろしくお

願いいたします。

＜クラス発表の様子＞

「時を守り、場を清め、礼を正す」
４月６日（木）、令和５年度始業式が行われました。式辞では、小林校長から２・３年生生徒に対

して、今年度の長山中学校の学校生活をスタートするにあたり「大切にしてほしい３つのこと」につ

いて話がありました。

① 「時を守り」とは、時間・期日を守ることです。相手

との約束の時間に遅刻をしたり、期日までに仕事を終

えることができなかったら、相手との信用を失ってし

まいます。時を守ることは、相手との信頼関係を築い

たり、余裕をもって仕事ができることにつながります。

② 「場を清め」とは、掃除をすることです。掃除をすれば、その場所がきれいになりますが、

それ以上に物や心が整理整頓されることにつながります。

③ 「礼を正す」とは、あいさつをすること、

返事をすること、そして、服装を正すこ

となどです。あいさつをすれば人間関係

がよくなります。「はい」と返事をするこ

とは、自分から素直な気持ちになるとい

うこと。そういう素直な人が、伸びる人

だと思います。


